
深
い
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
飛
騨
川

沿
い
に
、宿
や
飲
食
店
、土
産
物
屋
が
賑

や
か
に
軒
を
連
ね
る
。
日
本
三
名
泉
と

し
て
知
ら
れ
、毎
年
約
1
0
0
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
る
下
呂
温
泉
。
こ
の
温

泉
が
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
理
由
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
泉
質
の
良
さ
に

あ
る
。
無
色
透
明
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純

温
泉
で
、最
高
82
℃
と
い
う
高
い
泉
温

と
ほ
の
か
な
硫
黄
臭
、高
い
p
H
値
が

特
徴
。
な
め
ら
か
な
湯
ざ
わ
り
で
、肌
を

つ
る
つ
る
に
し
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
”美

人
の
湯
“と
し
て
評
判
が
高
い
。

開
湯
か
ら
1
0
0
0
年
以
上
続
く
歴

史
の
中
で
、こ
の
地
が
全
国
有
数
の
温

泉
街
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
き
っ
か
け
は
、

昭
和
5
年
の
J
R
高
山
線
下
呂
駅
の
開

業
だ
。そ
れ
を
機
に
、「
水
明
館
」や「
湯

之
島
館
」を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
旅

館
が
飛
騨
川
の
両
岸
に
次
々
と
建
設
さ

れ
た
。し
か
し
同
時
に
、至
る
所
で
温
泉

掘
削
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、湯

口
ご
と
に
泉
質
や
湯
量
、泉
温
が
異
な

る
こ
と
や
、乱
掘
に
よ
る
泉
脈
の
水
位

低
下
と
い
っ
た
問
題
が
現
れ
た
。
そ
こ

で
導
入
さ
れ
た
の
が
、
12
カ
所
の
源
泉

を
一
旦
タ
ン
ク
に
集
積
し
、
そ
こ
か
ら

各
施
設
へ
と
温
泉
を
供
給
す
る「
温
泉

集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
」で
あ
る
。
下
呂

温
泉
旅
館
協
同
組
合
事
務
局
長
の
奥
村

公
平
さ
ん
は
、「
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
お
か

げ
で
、
組
合
に
加
盟
す
る
す
べ
て
の
宿

や
公
共
浴
場
で
上
質
な
湯
が
平
等
に
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
、
貴
重
な
温
泉
資

源
も
守
ら
れ
た
ん
で
す
」と
話
す
。

当
時
、こ
の
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向

け
て
奔
走
し
た
の
は
、水
明
館
の
2
代

目
・
瀧
行
雄
さ
ん
と
3
代
目
・
恒
雄
さ

ん
だ
。
下
呂
温
泉
の
将
来
を
見
据
え
て

「
個
々
が
ば
ら
ば
ら
に
動
い
て
い
て
は

い
け
な
い
」
と
声
を
上
げ
、
周
囲
を
説

得
。
そ
し
て
昭
和
49
年
、つ
い
に
運
用

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
う
し
た
温
泉
街

の
発
展
に
尽
力
す
る
精
神
は
、現
在
4

代
目
で
下
呂
温
泉
観
光
協
会
会
長
を
務

め
る
瀧
康
洋
さ
ん
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
。「
近
年
は
団
体
客
が
減
り
、個
人

の
方
や
若
い
世
代
の
旅
行
客
が
増
え
て

い
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
旅

の
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
と
ら
え
、
観
光
に

生
か
し
て
い
き
た
い
」。
そ
こ
で
観
光
協

会
で
は
、地
元
食
材
を
使
っ
た「
G
グ
ル

メ
」や「
素
肌
美
人
ス
イ
ー
ツ
」と
い
っ

た
ご
当
地
グ
ル
メ
を
は
じ
め
、い
く
つ

も
の
企
画
を
打
ち
出
し
た
。す
る
と
、ま

ち
歩
き
を
す
る
観
光
客
の
姿
が
格
段
に

増
え
、ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
店

も
続
々
と
オ
ー
プ
ン
。
下
呂
温
泉
に
は

今
、宿
で
過
ご
す
だ
け
で
は
な
い
、新
し

い
楽
し
み
方
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
夏
は
、
も
て
な
し
の
心
が
息
づ

く
下
呂
温
泉
へ
行
こ
う
。
歴
史
あ
る
名

湯
の
今
を
訪
ね
れ
ば
、そ
の
新
た
な
魅

力
に
気
付
く
こ
と
だ
ろ
う
。

 下呂市幸田1268  0576-25-2800
 チェックイン14:00～、チェックアウト

11:00   1 泊 2 食 付 16,500 円（ 税 抜 ）～ 
※2名1室1名あたり  あり
https://www.suimeikan.co.jp/

 下呂市湯之島645  0576-25-4126
 チェックイン15:00～、チェックアウト

11:00   1 泊 2 食 付 17,000 円（ 税 抜 ）～ 
※2名1室1名あたり  あり
http://www.yunoshimakan.co.jp/

★ 特集で紹介したお店からプレゼントあり！ 詳しくはP30をご覧ください。

下
呂
市
に
は
5
つ
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
あ
る
。

温
泉
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
自
然
を
体
感
し
た
り
、

こ
だ
わ
り
が
あ
ふ
れ
る
店
を
訪
ね
た
り
。

こ
の
夏
は
、
ま
だ
知
ら
な
い

下
呂
の
魅
力
を
見
つ
け
る
旅
に
出
よ
う
。
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そ
こ

、

へ

夏

飛騨川沿いの広大な敷地に建つ4つの館から成る旅館。展
望風呂や野天風呂など、趣の異なる3つの大浴場があり、館
内で湯めぐりが楽しめる。また、絵画や彫刻など数々の貴重
な美術品も所蔵。毎日17時から開催される館内ツアーでは、
そうした美術品のほか、能舞台や茶室、500畳もの大宴会場
なども解説付きで観覧でき、創業87年を数える歴史ある宿
の堂々たる風格を肌で感じることができる。

敷地面積5万坪もの庭園に静かに佇む老舗旅館。昭和6年の
創業時から受け継がれる木造3階建ての数寄屋造りの本館は、
国の登録有形文化財に認定されており、その日本建築の美し
さや荘厳さに思わず圧倒される。見晴らしの良い展望露天
風呂や大浴場のほか、貸し切りの家族湯、足湯、部屋風呂な
どでも源泉が満喫できるのも魅力。夜は西洋風の意匠を凝
らしたダンスホール併設のクラブで大人の時間を。

1. 高台に佇む老舗旅館・湯之島館
の展望露天風呂。眼下に下呂の街
並みが広がる　2. 囲炉裏が旅の
風情を醸し出す湯之島館のロビー 
3. 水明館の大浴場「下留の湯」。天
井や壁、柱などに使われた檜の香
りが心地良い　4. 水明館では毎
日、女将の滝景子さんたちが笑顔
で訪れる人を迎え入れる　5. 水
明館の離れ宿「青嵐荘（せいらん
そう）」には、立派な庭園も。日常
から離れ、贅沢な時間が過ごせる 
6. JR 高山線は昭和5 年に下呂ま
で開通し、4年後に全線開通した。
写真は下呂駅で電車を待つ人々 
7. 昭和6年、水明館が飛騨川の畔
で温泉掘削に成功した際の写真

手形を購入すると、下呂温泉街にある約20 軒の加盟
旅館の中から、3カ所の温泉に入浴できる。宿泊した
旅館以外の宿の風呂にも入ってみたい時や、日帰り入
浴などに便利。※有効期間は購入日から6カ月

湯めぐり手形　1 枚 1,300 円（税込）

販売場所
下呂温泉街にある加盟旅館や
土産物屋、コンビニなど

お問い合わせ
下呂温泉旅館協同組合 TEL.0576-25-2541
http://www.gero-spa.or.jp/

下呂温泉をとことん満喫できる

そこ、夏 へ

水明館

泊まるなら、この宿へ

湯之島館

1

2

5

6

7
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県道88号（下呂小坂線）

国道41号

JR高山本線

奥田又右衛門
膏本舗
奥田又右衛門
膏本舗

Rigolo×RigoloRigolo×Rigolo

下呂駅

さるぼぼ七福神社

雅の足湯

さるぼぼ黄金足湯
ゆあみ屋の足湯

下留磨の足湯

合掌の足湯
（合掌村入場者のみ）

下呂温泉
合掌村

いでゆ朝市

橋本橋本

下呂トンネル

←至 高山

←

至 岐阜・中津川→

下呂市役所

田の神の足湯

クアガーデン
露天風呂

幸乃湯

水明館水明館

白鷺の湯ビーナスの足湯

薬師の足湯
（博物館入館者のみ）

鷺の足湯

桃庵桃庵
下呂プリン下呂プリン 加恵瑠神社

温泉寺温泉寺
下呂発
温泉博物館

噴泉池

湯之島館湯之島館

N

下呂大橋
（いで湯大橋）

六ツ見橋

飛騨川

P
P

P

P

P

P

P

P

P

毎日8:00～12:00に
採れたて野菜や
特産品などを販売
（冬季は休み）

せせらぎ沿いの
柳が揺れる通りは
散策にぴったり

8月1日（木）～4日（日）に
下呂温泉まつりが開催。
3日の夜は川原で盛大な
花火ミュージカルが！

温泉街には
公共浴場や
9カ所の足湯が
点在しています

45

下
呂

観光客で賑わう下呂温泉街。
湯めぐりや足湯で
名湯を堪能し、
ご当地グルメや
スイーツを味わう。
気ままに楽しむ、まち歩き。

げ
ろ

そこ、夏 へ

下呂プリン

フランス料理 橋本

中華酒房 桃庵 とうあん

奥田又右衛門膏本舗 おくだまたえもんこうほんぽBrasserie&Deli Rigolo × Rigolo リゴロ×リゴロ

温泉寺 おんせんじ

「温泉街を元気にしたい」と空き店舗を改装
し、3月にオープンしたプリン専門店。マッサー
ジチェアや銭湯のロッカーが並ぶレトロな店
内には、湯船をイメージしたイートインスペー
スも。シンプルな美味しさを追求したプリン
は、新鮮な下呂牛乳や香り高いマダガスカル
産バニラビーンズなど、上質な素材を使用。
とろけるような食感と深い甘み、見た目の可
愛さも相まって、観光客はもちろん、地元客
からも評判に。温泉街の新名物となっている。
1. なめらかな舌触りの「まろやか」や硬め食感の「レトロ」のほか、メロンソーダジュ
レとプリンを2層にした「メロンソーダ」など全6種類。下呂プリン400円（税込）～

 下呂市湯之島 545-1  0576-74-1771  10:00～17:00  水曜、不定休あり
http://www.gero-purin.com/

数々の料理店や大型ホテルでシェフとして約40年、腕を振るってきた橋本
泰生さん。2年前、のどかな山間にある自宅を改装し、妻の和美さんとこの
“森の中のレストラン” を開いた。トマトの甘みに満ちたスープやジューシー
な豚のグリエ。「特別なことは何もしてないよ」と笑いながら、完全予約制
で訪れる客の一人ひとりに想いを込めて料理を作る泰生さん。その実直な姿
勢から生み出される正統派フレンチに、心も満たされる。
1. 写真は昼のコースの一例。昼のコース3,000円～、夜のコース6,000円～（すべて
税抜）　2. 隠れ家のようなほっとできる空間。温泉街から車で約10分の場所にある

 下 呂 市 森 3271-1  0576-24-2411  11:30 ～ 14:30（LO13:00）、17:30 ～
21:30（LO19:30）※完全予約制   月曜、不定休あり  5 台

横浜中華街や名古屋の名店で修業を積んだ二村康彦さんが作る餃子や酢豚
などの一品料理や飲茶を目当てに連夜、地元客が集う中華居酒屋。観光客も
多い土地柄だけに下呂の食材を使った名物をと誕生した「下呂牛乳ラーメン」
は、奇抜なネーミングと見た目で話題沸騰。鶏ガラに牛乳を加え、岩塩で味
を調えたあっさりしながらも深みのあるスープと中細麺、飛騨なっとく豚の
チャーシュー、煮玉子、海苔が見事に調和。リピーター続出の一杯を堪能あれ。
1. 「牛乳は苦手でもこのラーメンは好き」という客も多いとか。下呂牛乳ラーメン
850円、いろいろ飲茶セット（8種類入り）1,150円（すべて税抜）

 下 呂 市 湯 之 島 237-6  0576-24-2450  18:00 ～ 24:00（LO23:30）  不 定 休 
 あり　Facebook「中華酒房 桃庵」

80年以上変わらない製法で作られる貼り薬「奥田家下
げ ろ こ う

呂膏」を販売する店。
“下呂膏” とは、江戸末期から代々続く名接骨医・奥田又右衛門が生み出し
た伝統薬で、通気性の良い美濃和紙に、黄

おうばく
檗、楊

よ う ば い ひ
梅皮といった和漢生薬を

塗り伸ばしたもの。患部に貼ると、神経や関節の痛みを和らげてくれる。代
表取締役の日向靖成さんは、精力的に新商品も開発。貼ると植物の香りが広
がるアロマシートや生薬配合の薬用入浴剤は土産として女性に好評だ。
1. 黒の下呂膏（16 枚入） 2,000円　2.肩や腰などリラックスしたい部位に貼って使用
するアロマシート。なごみしーと（4枚入）各270円（価格はすべて税抜）

 下呂市森 28  0576-25-2238  9:00～17:00  不定休  3台
http://www.geroko.co.jp/

下呂の老舗ホテルで10年以上シェフを務めた廣田耕三さんが、パティシエ
である妻の加奈子さんとオープンした “気さくな創作フレンチとカフェの店”。
スキレットで供される「飛騨牛鉄板ハンバーグ」の朴葉みそ仕立ては、トマ
トソースとフォン・ド・ボーの甘みや旨みを赤味噌が絶妙にまとめ上げる和
洋折衷のソースが決め手。デザートには、下呂茶のプリンの上に天領酒造の
甘酒とホナミルクラボのヨーグルトのムースを重ねた「下呂茶ップリン」を。
1. ソースはデミグラスも選べる。飛騨牛鉄板ハンバーグランチ1,600円　2. ステッキと
帽子のチョコでチャップリンをイメージ。下呂茶ップリン390円（価格はすべて税込）

 下 呂 市 幸 田 1190-1  0576-24-2013  11:30 ～ 14:00（ カ フ ェ は ～ 16:00）、
18:30～22:00  日曜  2台

白鷺に姿を変えて下呂温泉
の湧出を知らせたという薬
師如来を本尊とする古寺。“下呂富士” と
も称される中根山の山麓にあり、173段の
石段を上った高台にある境内からは、温
泉街が一望できる。本堂前の湯薬師如来
尊像は、台座から湧き出る霊湯を自分の
体の悪い部分と同じ場所に掛けて治癒を
願う「湯掛薬師」として知られ、参拝に
訪れる観光客も多い。また、毎月13日の
19時半から無料の座禅会を行うほか、随
時、座禅体験も受け付けている。
1. 座禅体験は約40 分で大人500円、子どもは
無料（要予約・税込）　2. 本堂に祀られている
薬師如来像は自由に拝観できる

 下呂市湯之島 680  0576-25-2465
 日の出から日没まで  あり

http://www.onsenji.jp/

1

ご当地プリン

フレンチ

下呂膏

寺

フレンチカフェ

中華

11
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2

2
2

1
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67

日本一滝が多いまち、小坂町。
勢いよく流れ落ちる滝、
エメラルドグリーンに輝く川、
珍しい炭酸泉。
大自然を間近に感じる
癒しのひととき。

シャワークライミング体験レポート

小
坂

お
さ
か

aun 編集室スタッフの

そこ、夏 へ

ひめしゃがの湯
全国でも珍しい高濃度の天然炭酸泉が楽しめる日帰り温泉として、県外から
訪れるファンも多い名湯。湧出したばかりの温泉は無色透明だが、空気に触
れると褐色を帯びてにごり湯になる。源泉風呂は約24℃と低めのため、大
浴場には源泉を約38℃に加温した内風呂も。どちらも浸かると体がシュワ
シュワと細かな気泡に包まれ、血行を促して身も心もじんわりと解してくれ
る。入浴後はレストランで自慢の鉱泉料理や飛騨牛ステーキに舌鼓を。
1. 緑あふれる景色を眺めながら、ゆったり源泉に浸かることができる露天風呂　
2. 飛騨牛ステーキ丼 1,200 円（税込）　3. 玄関横には炭酸泉が飲める飲泉場も

 下 呂 市 小 坂 町 落 合 1656  0576-62-3434  10:30 ～ 21:30（ 最 終 受 付 21:00）
 水曜（祝日の場合は営業）  大人700円、小学生350円、小学生未満 無料（すべ

て税込）  100台　https://hime-spa.jp/

13

日帰り温泉

2

道の駅 南飛騨小坂はなもも
小坂川沿いに建つ、木造の道の駅。店内
には地元農家で採れた新鮮な野菜や花苗、
日用品などがずらり。飛騨小坂温泉郷で
湧き出る炭酸泉で飛騨産コシヒカリを炊
いた「鉱泉粥」や川魚の甘露煮といった
特産品も豊富に揃い、旅行客が立ち寄る
観光拠点として親しまれている。入口近
くの屋台では春から秋にかけて、小坂で
収穫したえごまを使って作る甘辛い特製
ダレを塗った五平餅を販売。旅先ならで
はのローカルフードをぜひ味わって。
1. とろりとした食感で、塩がほんのり効いた
優しい味わい。鉱泉粥 （白米・玄米） 各210円
2. 五平餅 250円（価格はすべて税込）

 下 呂 市 小 坂 町 赤 沼 田 811-1  0576-62-
1010  8:00 ～ 16:00 ※夏季以外は 15:00 ま
で（屋台は 9:00 ～ 14:30）  無休  34台

NPO法人飛騨小坂 200 滝
御嶽山噴火の溶岩で形成された地形が千姿万態の滝を生み、落差5メートル以上
の滝を200以上も擁する小坂町の魅力が体感できる、滝めぐりやシャワークライ
ミングなど多様なガイドツアーを実施。「小坂の滝の強みはバリエーションの豊
かさ。岩質や斜度によって滝の表情が違ったり、アプローチの仕方も変わったり。
とにかくすべてがエンターテインメントなんです！」。“滝愛” あふれるプロガイド
の熊﨑潤さんと米野孝

たかなり
斎さんが、ここにしかない非日常の体験へ誘ってくれる。

1. 小坂の地形や自然を熟知する熊﨑さん（左）と米野さん（右）　2. 夏限定のシャワークラ
イミングのほか、春秋のカフェトレッキングや冬の氷瀑（ひょうばく）ツアーも人気

 下呂市小坂町赤沼田811-1 飛騨小坂ビジターセンター（道の駅 南飛騨小坂はなもも内） 
 0576-62-2215  9:00～18:00  あり　https://www.osaka-taki.com/

山道を抜け、川の中を歩いたり泳いだり、
さらに岩をよじ登って…滝を目指します！

炭酸泉の
露天風呂へ GO♪

アクティビティ

体験したプログラム
「小坂なシャワークライミング With 高濃度天然炭酸泉」

1人 8,000円（税抜、ガイド料・装備レンタル一式・入浴料含む）

木漏れ日が降り注ぐエメラルド
グリーンの川にぷかぷかと浮か
んでひと休み。ツアーの最後は
日帰り温泉「ひめしゃがの湯」へ。

片道1時間ほどで、目的の大滝
に到着。ハードな試練を乗り越
えてこそ辿り着ける、大迫力の
滝はまさにご褒美。飛沫を上げ
る滝のマイナスイオンをたっぷ
り浴びてリフレッシュ。

スタートはなんと山の中か
ら。山道を進み、川に入っ
てずんずん歩き、足がつか
ない深い場 所は 泳いで 前
進。大きな岩はロープを持
ちつつ慎重によじ登って。

2 1

道の駅

1

2

郷土食 ひのきや
小坂町生まれの蒲信也さんが営む食事処。「地域の人だけでなく、遠方から
来てくれるお客さんにも、四季折々の “小坂の味” を喜んでもらいたい」。
料理の主役は清流で獲れる川魚や地元猟友会から届く新鮮なジビエなど、
大自然が育む飛騨の食材。人気の「滝

た き み
観ご飯」は、自家製の醤油ダレで香

ばしく焼く鶏ちゃんや川魚の唐揚げ、山菜の天ぷらなどを盛り込む。料理一
筋38年の信也さんの確かな腕で作られる郷土食。心ゆくまで堪能したい。
1. 滝めぐりの観光シーズンの春から秋限定。滝観ご飯 2,200円（税込）　2. 信也さん

（右）と4年前から店を手伝う息子の剛志さん（左）　3. 中庭を望む座敷席
 下 呂 市 小 坂 町 坂 下 661-1  0576-62-2375  11:00 ～ 14:00、17:30 ～ 20:00  
 火曜の夜、水曜  13台　http://hidaosaka-hinokiya.jp/

1

2

3

郷土料理

ゲストハウス のっぽさんち
お互いに旅が好きで、出会いもニュージーラ
ンドだったという上條さん夫妻。海外で宿泊
した宿のような、自然に客同士や宿主とコミュ
ニケーションが生まれるゲストハウスを開き
たいと物件を探し、一目惚れした古民家を1
年かけて開業準備。4年前にこの宿を始めた。
週末はカフェも営業。田舎の親戚の家に遊び
に来たような懐かしい空間で、縁側に座り、
庭の草花を眺め、出会った人たちと語り合う。
そんな穏やかな旅の時間がここにある。
1. 男女別ドミトリー4,500円（個室は追加料金あり） 
2.ドライカレー800円、コーヒー（焼き菓子付）500
円、自家製ケーキ350円～（価格はすべて税込）

 下呂市小坂町落合 222  080-1581-1652  チェックイン16:00～21:00、チェッ
クアウト10:00  無休（平日は要予約）※カフェの営業は金・土・日曜と祝日の月
曜の11:00～15:00 10台　https://nopposanchi.wixsite.com/nopposanchi

宿・カフェ

2

1

行ってきます！

気持ちいい～

帰りは
滝つぼに
ダイブ！

ついに滝が！
感動～！
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店主が想いを込めて作るケーキ、
大地の恵みから生まれる地酒。
豊かな緑に包まれた萩原で
美味しいものと出会う旅。

木々が生い茂る山々と
澄んだ清流が織り成す
美しい里山の風景が広がる馬瀬。
森林浴をしながら
全身を使って、
とっておきの体験を。

かつて飛騨街道金山宿があり、
多くの旅人が訪れた金山町。
紡がれたまちの歴史に
思いを馳せながら
今も残る古い町並みを
じっくり散策。

萩
原

馬
瀬

金
山

ま
ぜ

か
な
や
ま

は
ぎ
わ
ら

そこ、夏 へ

ジークフリーダ

筋骨めぐり

マウンテンライフ飛騨

天領酒造

ドイツの建築や文化を敬愛する店主の北條達也さんが営むパティスリー。ドイツやオース
トリアの修業先で実感した素材の旨みを引き出す伝統菓子の美味しさに倣い、“生地や果
実の持ち味を最大限に活かす” のが信条。並ぶのは、旬の果実を真っ直ぐに感じるケー
キや本場の味を踏襲した焼き菓子。青ゆずやスターアニス、えごまなど、意外な素材を組
み合わせた独自の感性が冴える一品も。古き良き西洋のエッセンスを散りばめたノスタル
ジックな空間もまた、カフェを愛する人々を惹きつけている。
1. 長野産あんずのフレッシュな甘みが楽しめる6～7月限定のケーキ。
あんずのフランジパーヌ400円、コーヒー450円（すべて税込）　2.焼
き菓子は常に9種類ほどが並ぶ。本場ドイツのレシピそのままのものも

 下呂市萩原町跡津 1421-5  0576-53-3020  10:00 ～18:30（カ
フェは LO18:00）※日曜は～ 18:00（カフェは LO17:30）  月曜・第
4火曜、不定休あり  15台　http://www.siegfrieda.com/home

江戸時代、飛騨街道金山宿では表通りに宿や商店がひしめき合う一方、
裏通りには住民が生活するための小路が複雑に形成された。今も残る
その小路を辿りながら、井戸や銭湯など、金山の歴史を物語る風景を
訪ねるツアーが「筋骨めぐり」だ。約10年前、「金山地区にも観光ス
ポットを」とツアーを発案した岡戸孝明さんを筆頭に、現在は約20人
のメンバーがガイドを務める。地域の変遷を教わりながら約2kmのコー
スを巡ると、往時にタイムスリップしたような気分に浸れる。
1. 2. 大正から昭和にかけて営業していた銭湯　3.「複
雑に入り組む道を、人間の体の筋や骨に例えて “筋骨”
と呼ぶんです」と岡戸さん。ガイド料金は6名まで2,000
円、7名以上は300円×人数（すべて税込）

 下呂市金山町金山 1885-3（スタート地点「ドライ
ブ イ ン 飛 山 」）  080-3637-2201（ 金山町 観 光協会 ）
※ガイドツアーは要予約  あり
http://hidakanayama.com/kinkotsu.html

馬瀬の自然に魅せられたロッキー大崎さんが、山中の森林にコツコツと手を加えて創
り上げたアスレチックパーク「森のニンジャ」では、最高14メートルの高さに設置さ
れた全28コースが楽しめ、樹間に張られたワイヤーロープを滑車に掴まって滑り降り
るジップラインや丸太を繋いだ吊り橋など、どれもスリル満点。また、鮎釣りや沢の
ぼりなど美しい川が満喫できるアクティビティや、外国人ボランティアスタッフとの国
際交流など、さまざまな思い出深い体験ができる。
1. 2. 森のニンジャ 大人 3,500円、高校生以下3,000円　3. キッ
ズ専用は全8コース。Chi-hero（ちひろ） 2,000円（価格はすべて
税込）　4.ロッキー大崎さん（中）と妻の郁美さん（左）

 下 呂 市 馬 瀬 西 村 1450  050-3579-5871 9:30 ～ 16:30
※ 2 日前までに要予約  火・水曜（7 ～ 8 月は無休、冬期休
業あり）  あり　http://www.mt-life-hida.com/ja/

かつて宿場町として栄えた飛騨街道萩原宿の面影を残す商店街に建つ、創
業 339年の歴史を誇る酒蔵。飛騨の酒造米「ひだほまれ」と超軟水といわ
れる飛騨の伏流水で醸す「天領」は、華やかな香りと酸を控えたまろやか
さを併せ持つ。料理との親和性も抜群で、この地を代表する銘酒として慕
われている。年中受け付ける酒蔵見学は、実際に蔵を見てから試飲も楽し
めるとあって大好評。酒造りを知り、日本酒の個性豊かな風味の
違いを味わい、じっくり贔屓の一本を見つけたい。
1. 飛騨産の原料で醸造することを大切にする8代目の上野田隆平さん　2. 
大吟醸、純米吟醸など、精米歩合の違いが感じられる利き酒は無料。どぶ
ろくや甘酒も味わえる　3. 大吟醸 ひだほまれ天領 2,376円（720ml・税込）

 下呂市萩原町萩原 1289-1  0576-52-1515  9:00 ～ 16:00（酒蔵見
学は10:00 ～） ※酒蔵見学は要予約  土・日曜、祝日  無料市営駐車
場あり　http://www.tenryou.com/

ガイドツアー

パティスリー

酒蔵

アクティビティ
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